ふた 足み 足 階段 を 下り かけた ところへ、 日曜日の 割 

合 閑散な プラット フォ —，. ^ の日光をふるゎすょぅな勢 

で 下りの 山の手が 突進して 来た。 柔 かな 緑色の 服の 裾 

だの いくらか 栗色つ ぼい ゆたかな 髪の毛 だの を 自分の 

軀が おこす 風で うしろへ 生々 と 吹きな びかせ ながら、 

杉 子 は 矢の ように 段々 を龃け 下り、 真 先の 車へ 乗ろう 

とした。 が、 近づいた 一瞥で ドアの そばに 酔っ払いの 

顔 を 見つける と、 そのまま 若い 娘の 敏捷 さで そこ を か 

けぬ け、 自動扉へ 本能 的な 片手 を かけて 抑えながら 次 

の 車への りこんだ。 



ちょくちょく 書物 飽の ほかに、 この 節で は メリケン粉 

の つつみ を 出が けに 持た されたり する。 

今 母から そう 云われて、 杉 子 は 何とな しすぐ 返事し 

なかった。 そして ひとりでに 程よ く 波う つてい る 髪に 

みずみず 

ふちどられた 大柄な 瑞々 しい 顔 だち の 上で 目 を 瞬く よ 

うな 表情 をした。 

「 —— 午後からで いい？」 

「結構 さ」 

「そんなら 一 時す ぎたら。 —— ね」 

くるりと 踵で まわ つ てスカ ） ^を ふくらませ たなり 

杉 子 は 机の 前へ 引つ こんだ。 先週、 一緒に やって いる 



「いや だ わ、 そんな。 私 そんな こと 云った ことない 

じ やない の」 

むきに 否定した。 雪 枝 はグレ ゴリ— 夫人の こと も 日 

本の こ ともよく 知らないから こそ そんな ことが 軽々 し 

く 云える の だ。 杉 子 はそう 思った。 女で 劇 を 書いて 生 

活 して ゆく こと さえ 日本で は むずかしくて、 杉 子の 学 

校の 先輩の 一人 は、 永年 戯曲 を 書いて いたのに、 近頃 

思いがけない ところで 通俗小説 をのせ ている の を 見た _ 

その 晚、 却って そんな 話 を さけて、 スポ ー ッ マンで 

ある 雪 枝の 夫の 好みら しい 学生つ ぼい 陽気な 大騒ぎ を 

して 遊んだ。 



息して 云った。 

「岡 先生の おっしゃ つたこと 本当ね。 少く とも 私なん 

か は 自分で 自分の 行動に 責任なん か 負えない 人間なん 

だ わ。 だからね、 もうこれ から 新体制に しちやう こと 

にした の。 大人の 戒律に 従順に している のが 分相応な 

ん だと 思う の」 

杉 子 は、 優しい 沈んだ 様子で、 どこか 柔 かい 仔猫 〔# 

「猫」 は 底本で は 「描」 と 誤植〕 のよう な 身の こなしで、 

隣の 籐椅子の 上から 母の 毬 子の 肩のと ころへ 顔 を もた 

せかけ ていた。 毬子は 満足そう に、 おだやかに 新聞 を 



ら わし 尽 せない 感慨 を こめて 云った。 

「ねえ、 かあさん は、 きっとず いぶん ハイカラな 女 学 

生 だつ たんでしょう ねえ」 

毬子 は、 

r ヽゝ ヽ 一 

てる 、^」 

と 笑った。 

「西洋人の 先生 何て 呼んだ の、 マリって 云った？ そ 

れ とも メアリって 云った？」 

「そり や、 ミス. セタ つて 呼んだ のさ」 

この 母が、 杉 子の 今 心に 思って いる こと をす つかり 

知 つ たら 问と 云う だろう。 



が 心配す るよ」 

杉 子 は 急な 腹立ちが y J みあげて 来て、 我知らず そ マ J 

へ 立ち どまった。 この 伯父 は、 自分が 腹 を 立てて 顔 を 

赧ら めて いるの さえ 妙な 風に とる のだろう。 

「伯父 様 御 心配 いらない のよ。 母さん 御存じ なんです 

から」 

若々 しい 憤慨が 瞳に 燃え立った。 伯父の 顔の 上に ぶ 

つける ような 気で、 杉 子 は 突 嗟に 伊田 を 紹介し ようと 

思 つ た。 

「御 紹介す る わ」 

杉 子 はくる りと 歩道の 上で 伊田 を 顧みた。 伊田 は そ 
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